
参考様式１

記入例

記入

項目

場所

地形ほか

植生状況

交通規制の有無

第三者敷地の通過

設定項目

水平 0.05

標高 0.05

評価基準 注2

点密度 注3

スキャナ直下箇所の
計測 注4

計測点の選定 注5

グラウンドデータ ◎ フィルタリング項目

グリッドデータ ◎ 格子間隔 (m)

等高線データ × 等高線間隔 (m)

断面図データ × －

数値地形図データ × 地図情報レベル

その他

注１．

注２．

注３．

注４．

注５．

用紙の大きさはＡ４判とする。

-

成果品要求仕様書

１．作成する成果品の品目及び使用目的など

目
的
と
用
途

○○河川計画のための地形データ取得を行いたい。
任意地点での断面形状の把握を行いたので、三次元点群データが必要。

公園整備に伴う現況三次元地形モデル作成

２．データ作成範囲の情報

裸地、市街地など 構内道路、既存建物あり

樹林地、草地など 草地、樹林が１／３程度を占める

地上レーザ計測に
関わる情報

運用面
要調査

なし

その他

その他
考えられる危険

気象条件など あり 急傾斜地直下の計測あり

３．最終成果品の詳細

計
測
地
の
状
況

記入内容 記入

概略の位置（住所等) 茨城県つくば市北郷

面積／路線長
概略の作業面積(㎡) 30000㎡

概略の路線長(km)

品目 成果品 作成 注1

要求精度ほか

要求仕様

ＲＭＳ誤差(mm)

１点/0.01㎡

要・不要

要・不要

そ
の
他
の
成
果
品

航空レーザ測量で規定する
フィルタリング項目に準拠

0.10m

標
準
成
果
品

オリジナルデータ ◎

要求精度 (m)

４．その他

作成する成果は○、最終成果は◎、作成しないものは×を記載。いずれの場合もオリジナルデータの作成は必須。

精度は標定点との残差、検証点との較差の許容範囲（RMS誤差）を記入する。

点密度は、１点/○㎡ 又は ○点/㎡ を記入する。

地上レーザ測量の制約となるスキャナ直下の計測不能箇所は、「計測が必要」「計測が不要」のいずれかとする。

計測点のうち、高密度となる箇所の点群データを適宜間引いて、点密度に対応したオリジナルデータとする場合は「要」、それ以外は「不
要」とする。


